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決
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皆
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ん
の
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な
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金
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に
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る
市
政
。
昨
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は
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れ
く
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入
が
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よ
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な
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に
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わ
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た
の
か
を
、
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知
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す
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※
計
数
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、
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れ
四
捨
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入
に
し
て
い
る
た
め
、
合
計
や
差
引
が
合
わ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
18
ペ
ー
ジ
の
「
市
民
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
対
象
で
す
。

一　般　会　計

歳

入

内

訳

歳

出

内

訳

歳出総額

542億2,442万円
対前年度比

７億76万円増

歳入総額

566億278万円
対前年度比

14億1,625万円増

歳入歳出

市税
169億円

総務費
82億円

教育費
60億円

公債費
60億円

土木費
55億円

民生費
182億円

労働費・商工費・
農林水産業費
33億円

衛生費
44億円

地方交付税
163億円

分担金・使用料等
9億円

県支出金
35億円

繰入金 32億円

市債 36億円

その他 30億円議会費 3億円

消防費
23億円

地方譲与税等
28億円

国庫支出金
65億円

国庫支出金
65億2,932万円(５億1,468万円減)
国からの補助金

地方譲与税等
28億714万円(１億7,867万円増)

国や県が集めた税金のうち、
市町村に配られるお金

その他
29億8,908万円(８億1,177万円減)
諸収入、寄付金、財産収入、
繰越金

地方交付税
162億6,239万円(４億336万円減)
地域で生活に違いが出ないよう、人口
や税収に応じて国から配られるお金

市債
35億5,040万円(10億4,910万円増)
市が必要な事業をするために国
や金融機関などから借りるお金

分担金・使用料等
９億2,963万円(2,423万円増)

保育所や幼稚園の保育料、市営
住宅家賃など

市税
168億5,609万円(3,870万円増)

皆さんが納めた市民税、固定資
産税、軽自動車税など

県支出金
35億554万円(４億7,976万円減)

県からの補助金

繰入金
31億7,319万円(23億3,512万円増)
各種基金から繰り入れるお金

衛生費
44億1,803万円(２億6,104万円減)
予防接種、母子保健、健康増進
やごみ、し尿の処理など

教育費
59億8,639万円(１億1,795万円増)
学校の管理・運営や施設整備、生涯
学習の推進や文化財の保護など

労働費・商工費
・農林水産業費

33億1,666万円
(３億7,778万円増)

勤労者の福祉、商業・
観光、農林水産業の振
興など

２億5,627万円
(296万円減)

議員の報酬や市議会の
運営経費

60億1,772万円
(9,135万円減)

これまでの施設整備な
どのために借りたお金
(市債)の返済

民生費
181億8,804万円(３億662万円増)
児童、高齢者、しょうがい者の
福祉推進など

消防費
22億7,043万円(３億2,564万円増)
消防・救急活動、水防や災害対
策、原子力対策など

議会費

総務費
81億5,436万円(５億3,357万円増)
人権施策、庁舎管理、交通対策、
防犯対策、自治振興など

土木費
55億1,408万円(７億788万円減)

道路、公園、公営住宅等の整備
や除雪など

公債費

１億243万円
(１億243万円増)

台風等の災害を受けた
箇所の復旧経費

災害復旧費

※(　)内の金額は、前年度との比較
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特　別　会　計

企　業　会　計

区分 歳入 歳出 差引 特徴

国民健康保険 141億1,640万円 135億3,959万円 5億7,681万円

一人当たりの医療費は増え続けているもの
の、医療費全体の伸びが鈍化したため、保険料
率を据え置きました。引き続き安定的な運営に
努めます。

国民健康保険
（直診勘定）

2億8,054万円 2億7,372万円 682万円
診療所運営は厳しく、一般会計からの繰入で

対応する状態が続いています。赤字が続くと予
想されるため、より効率的な運営に努めます。

後期高齢者
医療保険

13億3,096万円 13億3,048万円 48万円

保険料率は、運営主体である滋賀県後期高齢
者医療広域連合が２年に１度見直し、平成28
年に引き上げられています。年々被保険者が増
加する中、今後もていねいな説明に努めます。

介護保険 114億4,354万円 111億2,886万円 3億1,469万円
高齢者人口が増加するなか、介護保険の適正

な運用や｢地域包括ケアシステム｣を進めるため
の取組を行いました。

休日急患
診療所

4,686万円 3,769万円 918万円

湖北医師会の協力のもと、内科及び小児科の
初期救急医療を実施しました。休日急患診療所
の利用者割合は52.05％と年々増加しており、
病院の救急医療の負担の軽減を図りました。

公共下水道 55億4,479万円 50億7,536万円 4億6,943万円

使用料で管理費の全額と資本費の一部を回収
できている状況です。経営の明確化および改善
を図るため、平成30年４月から公営企業会計
を導入しています。

農業集落排水 13億6,135万円 13億5,828万円 308万円

単独処理のため、汚水処理費が割高となり、
使用料で管理費の全額が回収できていません。
公共下水道への統合を進め、経営の改善に努め
ます。

病院事業
長浜病院 湖北病院

収益的収入 収益的支出 収益的収入 収益的支出

125億9,822万円 136億5,184万円 26億3,727万円 27億6,527万円
純損益　△10億5,362万円

(経常損益　△10億5,362万円)
純損益　△1億2,801万円

(経常損益　△1億2,801万円)

医師不足や、機器・設備の更新に伴う減価償却費など、医療機関を取り巻く環境は、依然として厳しい状況にありま
すが、今後も｢地域住民の健康保持に必要な医療の提供｣という基本的使命を果たすため、診療体制の充実を図ります。

老人保健施設事業

収益的収入 収益的支出

4億3,193万円 4億4,214万円

純損益　1,021万円 (経常損益　1,027万円)

在宅復帰支援に努めました。今後も介護ニーズに応えるべく、湖北病院と連携を図り、適切な介護サービスを提供
していきます。

福祉、教育、道路整備など、市の基本となる事業を行うための会計

市の会計
一般会計

国民健康保険、介護保険のように対象となる人が限られる会計特別会計
病院や介護施設など、民間企業と同じように利用料をもらい
その利益で運営している会計企業会計
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政策１ 市民・自治　〜市民とともに創る〜

H25 H26 H27 H28 H29

借金残高 市民ひとり当たり市債残高（右軸）
市債残高の状況（普通会計）
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平成29年度末の本市の借金(市債)残高は、449億円

で、市民一人あたり37万８千円の借金があることにな

りますが、これまで計画的に削減してきています。

総務省が示している健全化判断比率(借金返済や借入

額が多すぎないかなど５つの項目)では、すべての項目

で基準をクリアしており、平成29年度決算は健全な財

政運営を行ってきたといえます。

しかし、主な財源である地方交付税の縮減が進み、社

会保障費の増加が見込まれる中、財源に見合った決算規

模をめざす必要があります。限られた財源を効率的に運

用し健全な財政運営を行えるよう、効果的な施策編成を

行っていきます。

長浜市総合計画は、市民と行政が一緒に「新たな感性を生かし みんなで未来を創

るまち 長浜」をめざし、実現するためのまちづくりの指針です。

自治体経営がさらに厳しくなることが予想されている中で、10年、20年先を見

据え｢Challenge
チ ャ レ ン ジ

＆Creation
ク リ エ ー シ ョ ン

｣を合言葉に未来志向のまちづくりを進めています。

長浜市総合計画で掲げる６つの政策分野ごとに、平成29年度の主要事業の取組結

果を紹介します。

◆市民の活躍を応援

４,８４６万円
市民活動センターによる人材育

成、つながりづくり、専門コーデ

ィネーターによる相談対応や、活

動資金の支援などにより、地域づ

くり協議会や市民活動団体の取組

を応援し、市民の主体的な活動の

促進を図りました。

(※)長浜市の財政状況について詳しく

は市ホームページをご覧ください。

健全な財政運営と今後の課題

｢挑戦と創造｣が合言葉　長浜市総合計画

平成29年度はこんなことに取り組みました

◆市民参加型シティプロモーション

３８８万円
市民自らが地域の魅力を再発見

しその魅力を発信できるよう、写

真撮影や取材のノウハウを学ぶ講

座を開催しました。また、SNS(イ

ンスタグラム)やホームページな

ど、インターネットによる情報発

信の場を提供しました。

◆首都圏との連携推進

２,７３４万円
東京上野の｢びわ湖長浜ＫＡＮＮ

ＯＮ ＨＯＵＳＥ｣での魅力発信や、

台東区のアンテナショップへ出店し

長浜をPRするとともに、首都圏で

活躍するメンバーを中心につくる長

浜の応援チーム｢東京－長浜リレー

ションズ｣の準備会を発足しました。

政策３ 健康・福祉　〜いきいきと温かく生きる〜

◆多子世帯の保育料負担を軽減

２億４,２０６万円
多子世帯の保育料について、子

の年齢や保護者の年収に関係な

く、第２子半額、第３子以降無償

化を実施し、子育て家庭の経済的

負担を軽減しました。

◆子育て応援アプリを導入

２４９万円
子育てに関する情報を必要とす

る人に必要なタイミングでお届け

できる｢子育て応援アプリ　ながま

るキッズ！｣のサービスを開始しま

した。

◆みんなで支える小学校給食費無料化

２億４,６０２万円
子どもたちの成長を市民全体で支

えるため、小学校の給食費を補助し

ました。感謝する気持ちと支え合う

仕組を伝え、市の将来を担う人材の

育成を図っています。

◆理系人材育成｢長浜学びの実験室｣

６２６万円
将来の理系人材を育成するため

長浜バイオ大学と連携し、大学内

の｢長浜学びの実験室｣で市内小中

学生の実験講座を実施しました。

◆長浜曳山祭ユネスコ無形文化遺産　　
登録記念事業 ５５５万円

｢長浜曳山祭｣の魅力を国内外に発信

するため、東京都千代田区の国立劇

場で｢長浜曳山まつり東京公演｣を開

催しました。

◆スポーツ夢チャレンジ

４８７万円
子どもたちが夢や希望を抱けるよ

う、有名アスリートによる教室や、

指導者向け講演会、幼少年期対象の

イベントを実施しました。

政策２ 教育・文化　〜健やかで豊かな心が育つ〜

◆小中一貫教育校開設準備

１０,５８３万円
県内初の義務教育学校｢余呉小中学校｣の開設準備を

行いました。平成30年４月にスタートし、９年間を見

通した一貫した指

導や異学年の交流

による社会性の高

まり等、魅力ある

学校運営に取り組

んでいます。

◆子ども若者文化の創造

１,０２８万円
次代の文化を担う子どもたちの創造性を高める取組

として、文化芸術の体験や発表の機会をつくるため、

人形劇講座や子ど

も劇場・ワークシ

ョップの実施、小

中学校への芸術家

派遣、文化芸術祭

を行いました。
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政策４ 産業・交流　〜まちの魅力が光り活力にあふれる〜
◆クリエイティブ人材によるローカルベンチャー

創出支援 ２,５１１万円
都市圏の若者を誘致し、将来的に起業する人材を育

成しました。また、都市連携協定を結ぶ台東区からク

リ エ イ タ ー を 招

き、まちづくり実

践者との交流を通

じ て 、 新 し い モ

ノ・コトを生み出

す取組を行いまし

た。

◆ジョブマッチングを応援

２５２万円
市内企業と学生の交流機会の創出と、企業の情報発

信力向上による将来の人材確保を目的としたインター

ン シ ッ プ 事 業 で

す。学生が企業の

現状を理解し、企

業の魅力をPRす

る「採用戦略」の

提 案 を 行 い ま し

た。

◆小谷城スマートIC周辺６次産業化拠点創出

２,４３８万円
農を核とした６次産業化を担う人材育成のため、ア

グリベンチャースクールを開講するとともに、小谷城

SIC周辺の水田等

を活用した６次産

業化の可能性を探

るため、サツマイ

モ、キャベツ等の

実証栽培等を実施

しました。

◆森林ビジネスの創出

７５２万円
林業・木材産業の連携による「森林ビジネス」を推

進するため、「森林マッチングセンター」での地域調

査や、市産材を活

用した商品開発、

情報発信に取り組

みました。

◆健康増進がん検診

５,０２７万円
がんの早期発見、早期治療につ

なぐため、胃・大腸・肺・乳・子

宮頸がん検診を実施し、受診しや

すい環境づくりに努めました。ま

た、がんに対する知識を身につけ

るため、各中学校とともにがん教

育を実施しました。

◆日常生活支援活動車両を整備

（おでかけ号）  ６９万円
高齢者の日常生活の移動外出

（買い物、広域サロンなど）を地

域で支え合う活動を支援するた

め、長浜市社会福祉協議会に委託

し、地域の住民団体（福祉の会、

ボランティア団体など）への貸出

車両を整備しました。

◆しょうがい者相談支援の強化

６,２１０万円
しょうがいのある人が安心して地

域で暮らすことができるよう、相談

支援事業所に相談支援員を配置し、

個々のニーズに対応するきめ細やか

な支援を行い相談支援事業の充実を

図りました。

◆有害鳥獣への対策 １億３,０６５万円
鳥獣による農林水

産業への被害防止の

ため、防護柵の整備

などを進めるととも

に、捕獲体制を充実

し、ニホンジカ4,000

頭あまりの捕獲を実

施しました。

◆農作業緊急対応支援事業 １７０万円
急なケガや疾病等に見舞われた農業者の支援を目的

とした、農業者団体による農作業を代行する体制づく

りに対し補助するこ

とで、安心して営農

を持続できる仕組づ

くりや経営安定化、

耕作放棄地の予防に

取り組みました。

政策５ 安全・安心　〜不安なく穏やかに暮らす〜

◆防災マップを作成 ７０２万円
災害に対する基礎知

識や防災ハザードマッ

プを冊子にまとめて全

戸配布し、災害への備

えと防災意識の向上を

図りました。

◆雪寒対策 ５億４,７００万円
冬場の安全な交通を

確保するため、除雪作

業や排雪作業、除雪車

の購入など、降雪の対

策を行いました。

政策６ 環境・都市　〜水と緑に包まれ住まう〜
◆田村駅周辺整備事業

９１９万円
地形測量調査等のほか、学識者や地元自治会等とと

もに、田村駅周辺整備基本計画の策定や計画的なまち

づくりに向けて研究

しました。「長浜の

南玄関口」にふさわ

しい拠点づくりに取

り組みます。

◆長浜駅東口ペデストリアンデッキを整備

５億９,０９８万円
長浜駅とえきまちテラス長浜をダイレクトにつなぐ

ペデストリアンデッキが完成しました。安全で快適な

まちなかへの導線の

確保と賑わいの空間

を創出し、本市の玄

関口の魅力と利便性

が向上しました。

◆市道の橋梁を長寿命化

１億６,４００万円
市道に架かる橋梁の点検を計画的に実施しました。

点検結果に基づき策定した橋梁長寿命化計画に基づ

き、修繕や架け替え

工事を実施し、橋の

長寿命化を図りまし

た。

◆空き家への対策

１８万円
空き家の活用や除却等を進めるため、ワークショッ

プや出前講座で事例や手法を紹介しました。倒壊の危

険等がある特定空家

等の所有者に指導等

を行い、11件を解消

しました。
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文
化
の
日

11
月
３
日
「
文
化
の
日
」
に
、
市
政
に
貢
献
さ
れ
た
次
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

表
彰
に
輝
く
人
た
ち

◆
長
浜
市
人
権
擁
護
推
進
員
と
し
て

市
民
の
幸
福
増
進
に
寄
与

北
村

き
た
む
ら

英ひ
で

夫お(

神
前
町)

◆
長
浜
市
情
報
公
開
審
査
会

委
員
と
し
て
市
政
運
営
に
寄
与

南
川

み
な
み
が
わ

諦
弘

あ
き
ひ
ろ(

近
江
八
幡
市)

中
谷

な
か
た
に

眞
三
代

ま

さ

よ(

彦
根
市)

桐
山

き
り
や
ま

郁い
く

雄お(

彦
根
市)

◆
長
浜
市
農
業
委
員
と
し
て
農
業
の
発

展
と
農
業
者
の
地
位
向
上
に
寄
与

中
島

な
か
じ
ま

一か
ず

枝え(

公
園
町)

吉よ
し

田だ

道
明

み
ち
あ
き(

三
川
町)

近
藤

こ
ん
ど
う

甚
一
郎

じ
ん
い
ち
ろ
う(

湖
北
町
速
水)

保
積

ほ

ず

み

郷
司

さ

と

し(

高
月
町
磯
野)

◆
保
護
司
と
し
て
明
る
い

地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

原
馬

は
ら
う
ま

正
次

ま
さ
つ
ぐ(

西
上
坂
町)

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与

沢さ
わ

尾お

珠た
ま

枝え(
大
宮
町)

藤ふ
じ

井い

正
則

ま
さ
の
り(

四
ツ
塚
町)

藤ふ
じ

田た

長
昭

な
が
あ
き(

勝
町)

前ま
え

田だ

滋
津
夫

し

ず

お(

相
撲
町)

藪
内

や
ぶ
う
ち

久
美
子

く

み

こ(

八
幡
中
山
町)

北
川

き
た
が
わ

保
彦

や
す
ひ
こ(

千
草
町)

松
村

ま
つ
む
ら

吉
洋

よ
し
ひ
ろ(

三
田
町)

北
川

き
た
が
わ

美
代
子

み

よ

こ(

桜
町)

西
村

に
し
む
ら

み
ち
子こ(

湖
北
町
海
老
江)

浅あ
さ

井い

幸さ
ち

子こ(

木
之
本
町
廣
瀬)

上う
え

田だ

邦
之

く
に
ゆ
き(

木
之
本
町
田
部)

◆
長
浜
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
委
員
と
し
て
市
政
運
営
に
寄
与

野の

村む
ら

桂け
い

子こ(

国
友
町)

◆
長
浜
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員

と
し
て
市
政
運
営
に
寄
与

中
島

な
か
じ
ま

一か
ず

枝え(

公
園
町)

◆
長
浜
市
景
観
審
議
会
委
員
と
し
て

市
政
運
営
に
寄
与

中
西

な
か
に
し

恭
子

き
�
う
こ(

高
田
町)

松ま
つ

居い

弘
次

こ

う

じ(

中
山
町)

奥
貫

お
く
ぬ
き

隆
た
か
し(

彦
根
市)

𠮷よ
し

見み

靜し
ず

子こ(

彦
根
市)

◆
長
浜
市
市
政
事
務
嘱
託
員

(

自
治
会
長)

と
し
て

自
治
行
政
の
推
進
に
寄
与

藤
原

ふ
じ
わ
ら

建け
ん

治じ(

大
宮
町)

北
川

き
た
が
わ

貞
治

さ
だ
は
る(

元
浜
町)

中
森

な
か
も
り

信の
ぶ

雄お(

三
ツ
矢
元
町)

西
島

に
し
じ
ま

進
一

し
ん
い
ち(

朝
日
町)

西
川

に
し
か
わ

庄
治

し
�
う
じ(

大
東
町)

河
島

か
わ
し
ま

�
行

ひ
ろ
ゆ
き(

唐
国
町)

◆
長
浜
市
消
防
団
員
と
し
て

自
治
消
防
の
責
務
に
精
励

谷
口

た
に
ぐ
ち

譲
一

じ
�
う
い
ち(

宮
司
町)

金
沢

か
な
ざ
わ

康
弘

や
す
ひ
ろ(

新
栄
町)

山や
ま

田だ

寛ひ
ろ

喜き(

新
栄
町)

澤さ
わ

田だ

藤
信

ふ
じ
の
ぶ(

森
町)

川か
わ

瀬せ

聡
さ
と
し(

神
照
町)

間ま

塚づ
か

一か
ず

男お(

堀
部
町)

田た
な

邉べ

忠た
だ

已み(

東
上
坂
町)

草く
さ

野の

綱
朗

つ
な
あ
き(

内
保
町)

冨と
み

田た

正
た
だ
し(

大
路
町)

遠
藤

え
ん
ど
う

正ま
さ

樹き(

尊
野
町)

川
上

か
わ
か
み

直な
お

樹き(

東
野
町)

嶋
寺

し
ま
で
ら

隆
た
か
し(

東
野
町)

伊い

吹ぶ
き

康
治

や
す
は
る(

小
野
寺
町)

宮
本

み
や
も
と

大
資

だ
い
す
け(

乗
倉
町)

寺
本

て
ら
も
と

智
教

と
も
の
り(

相
撲
庭
町)

伊い

藤と
う

薫
彦

ま
さ
ひ
こ(

曽
根
町)

周す

防お
う

昇
の
ぼ
る(

曽
根
町)

中
川

な
か
が
わ

尚な
お

喜き(

曽
根
町)

中
川

な
か
が
わ

幹み
き(

南
浜
町)

西に
し

尾お

浩
ひ
ろ
し(

川
道
町)

佐さ

藤と
う

省
一

し
�
う
い
ち(

柿
ノ
木)

川か
わ

合い

真し
ん

矢や(

五
村)

速は
や

水み

正
た
だ
し(

小
谷
丁
野
町)

中
谷

な
か
た
に

文
彦

ふ
み
ひ
こ(

湖
北
町
二
俣)

平ひ
ら

居い

寛
行

の
ぶ
ゆ
き(

湖
北
町
速
水)

⻆
川

つ
の
か
わ

勝
宣

か
つ
の
り(

湖
北
町
速
水)

𠮷よ
し

田だ

治
幸

は
る
ゆ
き(

高
月
町
洞
戸)

大
橋

お
お
は
し

久ひ
さ

司し(

高
月
町
雨
森)

上う
え

之の

山や
ま

久
典

ひ
さ
の
り(

高
月
町
高
月)

岸き
し

田だ

泰や
す

士お(

高
月
町
高
月)

栁
田

や
な
ぎ
だ

剛
つ
よ
し(

高
月
町
東
柳
野)

元も
と

野の

剛
つ
よ
し(

高
月
町
重
則)

大
谷

お
お
た
に

隆
之

た
か
ゆ
き(

木
之
本
町
石
道)

田た

川が
わ

智
之

と
も
ゆ
き(

木
之
本
町
千
田)

布
施

ふ

せ

信
幸

の
ぶ
ゆ
き(

木
之
本
町
北
布
施)

林
は
や
し

隆
り
�
う

司じ(

木
之
本
町
赤
尾)

大
森

お
お
も
り

満み
つ

男お(

余
呉
町
下
余
呉)

堀ほ
り

直
彦

な
お
ひ
こ(

余
呉
町
東
野)

宮
本

み
や
も
と

博ひ
ろ

樹き(

余
呉
町
新
堂)

藤
谷

ふ
じ
た
に

昌
市

ま
さ
い
ち(

西
浅
井
町
横
波)

◆
医
師
と
し
て

保
健
衛
生
の
向
上
発
展
と

市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

上う
え

野の

義よ
し

記き(

宮
前
町)

中
村

な
か
む
ら

誠
昌

と
も
あ
き(

宮
前
町)

平ひ
ら

居い

昭
紀

あ
き
の
り(

宮
前
町)

糟か
す

谷や

憲
邦

の
り
く
に(

大
戌
亥
町)

清し

水み
ず

真し
ん

也や(

木
之
本
町
黒
田)

都つ

島し
ま

要か
な(

愛
知
県
名
古
屋
市)

◆
歯
科
医
師
と
し
て

保
健
衛
生
の
向
上
発
展
と

市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

泉
い
ず
み

く
み
よ(

高
田
町)

◆
長
浜
市
健
康
推
進
員
と
し
て

市
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与

中
川

な
か
が
わ

み
よ
子こ(

元
浜
町)

福
川

ふ
く
か
わ

れ
い
子こ(

三
ツ
矢
元
町)

北
川

き
た
が
わ

智
津
代

ち

づ

よ(

末
広
町)

荒あ
ら

田た

喜
美
子

き

み

こ(

小
堀
町)

加か

納の
う

美み

鈴す
ず(

加
納
町)

瀧
澤

た
き
ざ
わ

雅ま
さ

子こ(

分
木
町)

堤
つ
つ
み

久
美
子

く

み

こ(

堀
部
町)

武た
け

田だ

典
乃

つ

ね

の(

本
庄
町)

北
川

き
た
が
わ

直な
お

子こ(

名
越
町)

三
田

み

た

弘ひ
ろ

子こ(

大
路
町)

澤さ
わ

田だ

英え
い

子こ(

湖
北
町
速
水)

白
髭

し
ら
ひ
げ

昭あ
き

子こ(

木
之
本
町
杉
本)

林
は
や
し

弘ひ
ろ

美み(

木
之
本
町
木
之
本)

松ま
つ

井い

と
き
江え(

西
浅
井
町
八
田
部)

上
村

う
え
む
ら

し
げ
代よ(

西
浅
井
町
中)

◆
長
浜
市
結
婚
相
談
員
と
し
て
活
気

あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

山や
ま

田だ

勝
由

か
つ
よ
し(

下
山
田)

岸き
し

田だ

佳よ
し

子こ(

湖
北
町
山
本)

◆
こ
の
道
ひ
と
す
じ

片
山

か
た
や
ま

喜き

一い
ち(

三
ツ
矢
町)

江え

崎ざ
き

功
八

こ
う
は
ち(

八
幡
東
町)

◆
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て

観
光
振
興
に
寄
与

山
口

や
ま
ぐ
ち

忠
義

た
だ
よ
し(

新
庄
寺
町)

近
藤

こ
ん
ど
う

敏と
し

子こ(

内
保
町)

松ま
つ

田だ

武
彦

た
け
ひ
こ(

高
月
町
高
月)

是
洞

こ
れ
と
う

尚
武

ひ
さ
た
け(

余
呉
町
新
堂)

◆
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て

市
民
の
体
育
振
興
と

健
康
増
進
に
寄
与

田た

川が
わ

豊
ゆ
た
か(

高
田
町)

谷
口

た
に
ぐ
ち

正
臣

ま
さ
お
み(

高
田
町)

田た

川が
わ

悦え
つ

男お(

余
呉
町
東
野)

◆
文
化
活
動
を
通
じ
て

文
化
芸
術
の
振
興
と

市
民
の
文
化
の
発
展
に
寄
与

松
岡

ま
つ
お
か

和か
ず

枝え(

加
田
今
町)

髙
﨑

た
か
さ
き

敏
和

と
し
か
ず(

西
野
町)

中
澤

な
か
ざ
わ

成
晃

ま
さ
あ
き(

湖
北
町
南
速
水)

冨と
み

田た

光
彦

て
る
ひ
こ(

木
之
本
町
木
之
本)

◆
市
の
発
展
の
た
め

多
額
の
浄
財
を
寄
附

西
嶋

に
し
じ
ま

幸ゆ
き

男お(

富
田
町)

飯い
い

田だ

和
宏

か
ず
ひ
ろ(

兵
庫
県
川
西
市)

自
治
功
績
表
彰

社
会
功
績
表
彰

教
育
文
化
功
績
表
彰

感
謝
状
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■問
市
民
課(�☎�
６
５
ー
６
５
１
１
）

複
雑
で
種
類
の
多
い
市
民
課
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
知
り
た
い
時
に
、
知
り
た
い
こ
と
を
、

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
官
民
協
働
で

研
究
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
開
発
し
た
２
つ
の
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

【
期
　
間
】
11
月
１
日(

木)

〜
平
成
31
年
６
月
30
日(

日)

市
民
課
の
手
続
き
は
「
ひ
で
よ
し
く
ん
」
に
聞
い
て
み
よ
う

①
Ｑ
Ａ

キ
ュ
ー
エ
ー

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

〈
市
民
課
手
続
き
自
動
回
答
機
能
〉

市
民
課
手
続
き
に
関
す
る
質
問
に
対
し

て
、
24
時
間
い
つ
で
も
「
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
」
が
回
答
し
ま
す
。

市
民
課
の
業
務
時
間
に
関
わ
ら
ず
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
市
民
課
手
続
き

に
関
す
る
必
要
な
情
報
を
ス
ム
ー
ズ
に
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

質
問
の
方
法
は
、
よ
く
あ
る
質
問
か
ら
の

「
選
択
式
」
と
質
問
の
キ
ー
ワ
ー
ド
等
を
入

力
す
る
「
入
力
式
」
の
２
通
り
あ
り
ま
す
。

②
Ｃ
Ｈ
Ａ

チ

ャ

ー
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ

チ

ャ

ッ

ト

申
請

〈
住
民
異
動
届
の
事
前
作
成
・
発
行
機
能
〉

住
所
異
動(

転
入
・
転
居
・
転
出)

の
届
出

書
情
報
を
市
役
所
に
来
る
前
に
入
力
で
き
ま

す
。

○
窓
口
で
の
異
動
届
の
記
入
が
不
要

曜
日
や
時
間
を
問
わ
ず
、
い
つ
で
も
住
民

異
動
届
を
事
前
に
作
成
で
き
る
の
で
、
窓
口

で
の
所
用
時
間
が
短
く
な
り
ま
す
。

○
必
要
な
持
ち
物
の
確
認
が
で
き
る

住
民
異
動
に
必
要
な
委
任
状
や
本
人
確
認

書
類
な
ど
が
入
力
時
に
案
内
さ
れ
る
の
で
、

来
庁
時
に
必
要
な
持
ち
物
の
漏
れ
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。

※
「
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」
と
は

「
チ
ャ
ッ
ト
」
と
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
組
み

合
わ
せ
た
言
葉
で
人
工
知
能
を
活
用
し
た

「
自
動
対
話
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
。
「
チ
ャ
ッ

ト
」
は
人
間
同
士
が
対
話
し
ま
す
が
、
「
チ

ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」
は
人
工
知
能
を
組
み
込
ん

だ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
相
手
と
な
り
、
人
間
に

代
わ
っ
て
対
話
し
ま
す
。

バナーをクリック！

以下のQRコードからも
アクセスできます。

CHAーCHAT申請
(住民異動届の事前作成・発行機能)の流れ

QAチャットボットの入口

「ひでよしくん」がQAチャット

ボットの案内役です。

市ＰＲ大使で声優の山口
やまぐち

勝平
かっぺい

さ

んが声を担当します！

地
域
の
愛
で
育
つ
北
郷
里
っ
子

北
郷
里
幼
稚
園
で
は
、
毎

月
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い

る
地
域
を
め
ぐ
る
『
歩
こ
う

デ
ー
』
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
畑
や
小
川
、

公
園
な
ど
で
様
々
な
自
然
体

験
を
し
ま
し
た
。
き
れ
い
な

川
に
は
カ
ニ
や
メ
ダ
カ
等
、

た
く
さ
ん
の
生
き
物
と
出
会

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
き

物
を
捕
ま
え
よ
う
と
子
ど
も

た
ち
は
、
頭
や
体
を
い
っ
ぱ

い
働
か
せ
て
、
挑
戦
し
ま

す
。
繰
り
返
し
の
経
験
で
コ

ツ
を
つ
か
み
、
捕
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
で
、
達
成
感
や

満
足
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
、
様
々
な
取
組
へ
の
意
欲

に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。
豊
か
な
自
然
の
中
で
五

感
を
通
し
た
心
を
動
か
す
体

験
を
た
く
さ
ん
す
る
こ
と
で

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
が

は
ぐ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
と
地
域
を
つ
な
ぐ

『
歩
こ
う
デ
ー
』
は
、
地
域

の
人
の
支
え
の
中
で
行
っ
て

い
ま
す
。
地
域
の
人
に
親
し

み
を
も
ち
、
触
れ
合
う
こ
と

が
何
よ
り
大
切
で
す
。
「
お

は
よ
う
、
み
ん
な
ど
こ
に
行

く
の
？
」
と
声
を
か
け
て
く

だ
さ
る
人
、
カ
ニ
と
り
を
し

て
い
る
と
「
上
手
に
つ
か
ま

え
る
な
。
気
を
つ
け
て
ね
」

と
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
人
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地
域

の
支
え
の
中
で
、
子
ど
も
た

ち
は
、
す
く
す
く
と
育
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
『
歩
こ
う
デ

ー
』
を
大
切
に
し
、
子
ど
も

た
ち
が
自
分
た
ち
の
住
ん
で

い
る
地
域
の
良
さ
に
気
づ

き
、
地
域
に
育
て
て
も
ら
っ

て
い
る
と
い
う
感
謝
の
気
持

ち
を
も
ち
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

学校・園活動
紹介

20

▲レンゲ畑でよーいドン

▲「歩こうデー」

伝
統
を
活
か
し
新
た
な
商
品
に

活
か
す
「
ろ
く
ろ
職
人
」

創
業
68
年
の
木
工
所
を
父
か

ら
継
い
で
、
私
が
２
代
目
で

す
。
こ
の
道
に
入
っ
て
48
年
。

木
材
を
ろ
く
ろ
で
回
転
さ
せ
て

削
り
だ
し
、
丸
盆
や
茶
托
、
茶

筒
な
ど
を
制
作
し
て
き
ま
し

た
。近

年
は
伝
統
技
術
を
用
い
て

「
い
ろ
色
浜

い
ろ
は
ま

独
楽

こ

ま

」
の
名
称
で
、

遊
び
と
し
て
も
観
賞
用
と
し
て
も

使
え
、
形
や
色
が
様
々
な
独
楽
の

製
作
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
こ

の
独
楽
は
手
作
り
の
良
さ
を
活
か

し
、
今
後
と
も
伝
統
を
守
り
、
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
作

品
を
作
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

昔
な
が
ら
の
懐
か
し
い
味
を
届

け
る
「
せ
ん
べ
い
職
人
」

大
正
10
年
に
祖
父
が
創
業
し

た
せ
ん
べ
い
屋
を
父
か
ら
継

ぎ
、
私
で
３
代
目
で
す
。
高
校

を
卒
業
し
て
か
ら
す
ぐ
に
こ
の

道
に
入
り
、
51
年
間
せ
ん
べ
い
を

焼
き
続
け
て
き
ま
し
た
。

独
自
に
製
作
し
た
焼
き
器
を

使
い
、
「
江
崎
せ
ん
べ
い
」
の
味

が
出
る
よ
う
に
機
械
に
も
工
程

に
も
工
夫
を
重
ね
て
醤
油
の
味

が
香
ば
し
い
「
ポ
ン
せ
ん
べ

い
」
や
甘
く
て
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の

食
感
が
癖
に
な
る
「
玉
子
入
落

下
煎
餅
」
な
ど
を
作
っ
て
い
ま

す
。今

後
も
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ

る
味
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

伝統を守り、卓越した技術を用いて
長年一つの職に従事した人たちを紹
介します。

江
え

崎
ざき

功八
こうはち

さん(八幡東町)

片山
かたやま

喜
き

一
いち

さん(三ツ矢町)
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■問
彦
根
年
金
事
務
所
　
国
民
年
金
課

(�☎�
０
７
４
９
ー
２
３
ー
１
１
１
４
）

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
の
受
益
者(

土
地
の
使

用
者
や
所
有
者
等)

は
、
下
水
道
の
供
用
開
始
時
に
、
整
備

費
用
の
一
部
に
つ
い
て
負
担
金
が
必
要
で
す
が
、
対
象
地
が

農
地
で
あ
る
等
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
負
担
金
の
徴
収
を

猶
予
で
き
ま
す
。

○
農
地
転
用
な
ど
に
よ
り
猶
予
事
由
が
消
滅
し
た
場
合
、
猶

予
解
除
の
届
出
が
必
要
で
す
。

○
猶
予
地
の
売
買
等
で
受
益
者
が
変
更
に
な
る
場
合
、
異
動

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
公
共
ま
す
の
設
置
等
の
申
請
で
は
受
益
者
の
変
更
は
さ
れ

ま
せ
ん
。

※
異
動
届
の
提
出
が
な
い
場
合
、
異
動
前
の
受
益
者
に
負
担

金
が
請
求
さ
れ
ま
す
。

○
農
業
集
落
排
水
区
域
お
よ
び
浅
井
地
区
・
湖
北
地
区
に
は

負
担
金
の
徴
収
猶
予
制
度
が
な
い
の
で
、
届
出
不
要
で

す
。

※
受
益
者
か
ら
の
届
出
が
な
い
場
合
で
も
、
市
で
猶
予
事
由

が
消
滅
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
届
出
に
つ
い

て
の
案
内
を
送
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
受
益
者
負
担
金
の
制
度
や
そ
の
計
算

方
法
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
合
せ

下
水
道
総
務
課
　
☎
６
５
ー
１
６
０
０

社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書
が
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
時
に
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に

お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
控
除
証
明
書
の
添
付
が

必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
人
お
よ
び
送
付
時
期

○
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
納
付
し
た
人

11
月
上
旬
に
送
付

○
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
今
年
初
め
て
納
付
し

た
人

平
成
31
年
２
月
上
旬
に
送
付

※
控
除
証
明
書
が
届
か
な
い
場
合
や
紛
失
し
た
場
合
は
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

彦
根
年
金
事
務
所
　
国
民
年
金
課

☎
０
７
４
９
ー
２
３
ー
１
１
１
４

社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除

証
明
書
を
発
行
し
ま
す

■問
健
康
推
進
課(�☎�
６
５
ー
７
７
５
９)

保
険
医
療
課(

☎
６
５
ー
６
５
１
２)

「
特
定
健
診
」
を
受
け
ま
し
ょ
う

特
定
健
診
は
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
が
対
象
の
、
国

が
定
め
た
健
康
診
断
で
す
。
診
断
結
果
を
も
と
に
生
活
習
慣

を
見
直
し
た
り
、
必
要
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
腎
不
全

や
脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
の
大
き
な
病
気
を
防
ぐ
こ
と
が
出

来
ま
す
。
年
に
一
度
は
必
ず
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
�
う
。

【
対
　
象
】
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
の
人

※
受
診
対
象
者
に
は
、
５
月
下
旬
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
で

受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
受
診
券
の
再
発
行
は
、

保
険
医
療
課
ま
で
。

○
市
が
実
施
す
る
総
合
健
診
会
場
で
受
診
す
る
場
合

【
期
　
限
】
12
月
15
日(

土)

【
申
込
み
】
健
康
推
進
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
市
内
の
実
施
医
療
機
関
で
受
診
す
る
場
合

【
期
　
間
】
平
成
31
年
２
月
28
日(

木)

ま
で

※
事
前
申
込
み
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
は
、
受
診
を
希
望
す

る
医
療
機
関
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

よ
り
詳
し
い
検
査
を
希
望
す
る
人
は
、
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の

助
成
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

受
診
費
用
の
２
分
の
１(

上
限
２
万
円
、
宿
泊
を
伴
う
場

合
は
２
万
５
千
円)

を
助
成
し
ま
す
。
12
月
28
日(

金)

ま
で

保
険
医
療
課
と
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所
窓
口
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
受
診
者
は
対
象
外
で
す
。

※
定
員
や
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
保
険
医
療
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
下
水
道
総
務
課(�☎�
６
５
ー
１
６
０
０
）

公
共
下
水
道
区
域
の
受
益
者
負
担
金
の

猶
予
地
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

▲市ホームページ

【受付期限間近】まちなかで住宅を取得する人を応援します
■問 長浜駅周辺まちなか活性化室(☎�６５ー６５４５)

随時募集(先着順)により市有地を売却します
■問 公共施設マネジメント課(☎�６５ー１７１７)

まちなか居住推進重点区域内で、市内本店業者と工事請負契

約し、住宅を新築する場合や空き家を活用する場合に、建築費

用や改修費用の一部を助成します。

助成金の交付要件や申請方法など、詳しくは担当室へお問合

せいただくか、市ホームページをご覧ください。

○制度１　まちなか住宅建築等助成金
自らが居住する個人住宅を新築等する場合

【限度額】60万円(助成率５％) 

表①の要件に該当する場合は、それぞれの額を加算

し、最大280万円助成。

【期　限】平成31年3月31日までに計画の認定を受け(工事着工

前)、平成31年12月31日までに工事が完了する必要

があります。

○制度２　まちなか空き家再生促進助成金
自ら居住するために購入(賃借)した、長浜町家再生バンクに

登録された空き家の改修工事を行う場合

【限度額】30万円(助成率10％) 

表②の要件に該当する場合は、それぞれの額を加算し、最大230万円助成。

民間不動産事業者の専門的な情報や手法を活用し未利用財産の売却を推進するため、滋賀県湖北不動産事業協

同組合の協力を得て、随時募集(先着順)による市有地の売却を実施します。

【期　間】11月12日(月)〜平成31年１月24日(木)

【申込み】申込書を直接担当課まで。

【問合せ】物件について　滋賀県湖北不動産事業協同組合

☎６４－１８００

申込について　公共施設マネジメント課

☎６５－１７１７

※案内書・申込書は、担当課と北部振興局地域振興

課・各支所、滋賀県湖北不動産事業協同組合で配布

します。また、市ホームページからダウンロードす

ることもできます。

※随時募集による市有地の売却とは、市があらかじめ

定めた最低売却価格以上で、最初に申し込まれた人

を買受人に決定する方法です。

表①【制度１関係】 表②【制度２関係】

加算メニュー 限度額 助成率

住宅建築のために平成26年４月
１日以降に敷地の所有権または
借地権を新たに取得した場合

100万円 ４％

子育て世帯の場合 50万円 ２％

多世代同居世帯の場合 50万円 ２％

多子世帯の場合 20万円 １％

加算メニュー 限度額 助成率

空き家の再生のために平成26年
４月１日以降に建物および敷地
の所有権(借地権)を新たに取得し
た場合

100万円 ７％

子育て世帯の場合 50万円 3.5％

認定町家を再生する場合 50万円 3.5％

所在地 地目 面積 最低売却価格

１ 東上坂町字野神１５３３番７ 宅地 １７９.５８㎡ ２,０４０,０００円

２ 富田町字天神９０番１ 宅地 ２７２.８５㎡ ２,７８０,０００円

３ 西浅井町大浦字狐田２４４５番５ 宅地 ３４４.５８㎡ ５,２７０,０００円

▲市ホームページ
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９月23日(日・祝)
笑顔を乗せて走るロードトレイン
「長浜ロードトレイン祭 in BIWA」が奥びわスポーツの森で開

かれました。

このイベントはびわ商工会を中心とした「びわ地域まつり実

行委員会」が実施しているもので今年で９回目となります。

1.5kmあるコースを周遊するロードトレインのほか、バルー

ン遊具やふれあい動物園なども人気を集め、訪れた家族連れは

いつもと違う公園を満喫しました。

長浜市公式SNS
このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さん

の活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を

紹介します。あなたが知っている旬の話題など

があれば、市民広報課（☎65－6504）までお知

らせください。

10月６日(土)、７日(日)
まちなかがアート一色に

今年で32回目となる「アート・イン・ナガハマ」が行われ、

中心市街地にアートが溢れました。

会場には全国から集まった190組の作家や団体のブースがず

らりと並び、市街地に所狭しと芸術作品が並びました。

観るだけでなく、体験できるコーナーもあり、訪れた人たち

は、作家と直接話しながら作品を楽しむなど、アート一色に染

まった長浜のまちを満喫しました。

10月６日(土)、７(日)
オオサンショウウオについて学びました

国の天然記念物であるオオサンショウウオの研究者や保護団体

が一同に集まる全国大会「第15回日本オオサンショウウオの会長

浜市大会」が行われました。

木之本町古橋の大谷川でオオサンショウウオの生息が確認されて

おり、その近隣の高時小学校の児童が発表を行いました。

保護研究のパネル発表や、オオサンショウウオの展示も行われ、

オオサンショウウオに対する理解を深められる日となりました。

10月13日(土)
色とりどりの着物がまちを彩る
中心市街地一帯で「長浜きもの大園遊会」が開催され、同時開

催の「長浜きものデー」と合わせて574人が着物姿でまちを歩き
ました。
豪華景品があたる抽選会や、スペシャルゲストとして招かれた

滋賀県出身の女優堀
ほっ

田
た

真由
ま ゆ

さんのトークショーが行われ、会場は
大いに盛り上がりました。
参加した人だけではなく、地元の人たちや観光客も、鮮やかな

着物で彩られたまちを楽しみました。

10月14日(日)
仏様のご縁を肌で感じました
仏様が守り継がれるまち長浜をＰＲする「観音の里ふるさとま

つり」が行われ県内外から多くの人が集まりました。

周辺地域の観音堂で貴重な観音様が公開されたほか、渡岸寺観

音堂(向源寺)では門前市が行われたほか、地域の観音堂を巡るバ

スが運行されました。

訪れた人たちは観音様が見守る境内で和やかなひと時を過ごし

ました。

▲市ホームページ ▲ほっとにゅーす

●長浜の催しや風景など、自慢の一枚をインスタグラムに投稿してください。
長浜市公式インスタグラムアカウント「#みんなのちょぴっく」で紹介しま
す。詳しくは市ホームページをご覧ください。

●見聞録のイベントは市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができ
ます。

９月23日(日・祝)
地域交流を愉快な催しで

グラン・ブルー表参道自治会と神戸町自治会が協力して「長

浜まちなか こども食堂」が行われました。

子どもの居場所や交流の場となる「こども食堂」に、より参

加しやすく楽しい雰囲気を共有できるように人形劇や大道芸の

ショーが行われました。

参加した子どもたちは、笑顔でショーを楽しんだ後、用意さ

れたカレーをおいしそうにほお張りました。

９月24日(月・振休)
船上でびわ湖を満喫

自然豊かな北びわ湖を体験してもらおうと「北びわ湖湖上観

察会」が行われました。

環境学習船「megumi
メ グ ミ

」に乗り、プランクトン観察や水質の測

定、深層水の採水、竹生島への上陸などを体験しました。

参加した人たちはとても冷たい深層水の採水や、さまざまな

種類がいるプランクトンの観察などを通して、びわ湖の自然の

豊かさを肌で感じました。

１０月７日(日)
浅井家ゆかりの地で行われる勇壮な武者行列
小谷城戦国歴史資料館前広場で「2018小谷城戦国まつり」が

行われました

このイベントは三代にわたって活躍した浅井家の文化遺産を活

かそうと長年開催されているものです。

様々な模擬店が軒を連ねたほか、小谷小学校児童による手づく

りおみこしの披露や、武者行列が行われ、会場は多くの人で賑わ

いました。
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市役所内で行われた会議について、
その内容を概略でお知らせします。
詳しくはホームページまで。

会議名など 内　容

市政の動き (９月５日～10月15日)

総合計画第１期基本計画からの見直しにあたり、市民ニーズや行
政課題をもとにした修正案について審議しました。また、国土利
用計画について，事業進捗をふまえて協議しました。

台風21号による図書館の被害状況について事務局から報告を受
けました。また、諮問事項について意見交換を行いました。

(仮称)余呉南越前ウィンドファーム発電事業に係る計画段階環境
配慮書について、事業者から説明を受け、質疑応答および意見交
換を行いました。

指定管理者候補について審査を行った結果、河毛駅コミュニテ
ィハウス関連施設は「株式会社まちづくり湖北」、虎姫駅コミ
ュニティハウス関連施設は「株式会社まちづくり虎姫」を指定
管理者候補として適当と判断しました。

第２次長浜市環境基本計画策定に向け、具体的な取組の数値目
標、重点プロジェクトについて事務局から説明を受け、質疑応
答を行いました。

台風21号による高月図書館の現状について事務局から報告を受
けました。また、諮問事項について意見交換を行いました。

17 広報ながはま　2018年11月１日

　

　

　

やま折りやま折り

やま折りやま折り

やま折りやま折り
のりしろ のりしろ

　市民の皆さんの声を市政に反映し、暮らしや
すいまちをつくるため、「市民からのメッセー
ジ」を募集します。「広報ながはま」や市政に
関する意見や提案をお聞かせください。
　お寄せいただいたメッセージは、市民の皆さ
んと共有するため、今後、市ホームページで掲
載する場合があります。

●飛び出す市長室「座ぶとん会議」
　市長が地域へ出向き、市民の皆さんと直接意見
交換をします。テーマは申込者が自由に設定でき
ます。詳しくは下記までお問い合わせください。
●ご意見箱
　市役所１階市民交流ロビーに、「ご意見箱」を
設置しています。
●市ホームページ
　トップページの「市へのご意見」から、
手軽に意見や提案を送ることができます。

ご利用ください長浜市の広聴制度市民の皆さんの声をお聞かせください

「市民からのメッセージ」

長浜市役所市民広報課 （ ☎６５－６５０４／FAX６５－４００６）【問合せ】

差
出
有
効
期
間

20
19
年
5
月
31
日

ま
で

≪記入方法等について≫

長 浜 市 役 所 市 民 広 報 課 行

長 浜 市 八 幡 東 町 ６ ３ ２

料
金
受
取
人
払
郵
便

長
浜
局
承
認

1
3
5

５
２
６
８
７
９
０

①複数の設問がありますが、いずれかの設問への記入だけでも受け付けます。
②郵便切手は不要です。FAXでの受付もできます。
③担当課からの返事をご希望の場合は、住所・氏名・連絡先をご記入ください。
メールアドレスのみ、番地や氏名の記載がないなどの場合は匿名扱いとなり、
お返事ができません。

９月５日(水)
第１回長浜市総合計画審議会
担当課：総合政策課(☎６５ー６５０５)

９月18日(火)
第５回長浜市図書館協議会
担当課：長浜図書館(☎６３ー２１２２)

９月28日(金)
第１回長浜市環境審議会
担当課：環境保全課(☎６５ー６５１３)

10月４日(木)
第３回長浜市指定管理者委員会第３委員会
担当課：行政経営改革課(☎６５ー６７０２)

10月11日(木)
第６回長浜市図書館協議会
担当課：長浜図書館(☎６３ー２１２２)

10月９日(火)
第３回環境基本計画策定委員会
担当課：環境保全課(☎６５ー６５１３)

■問
高
齢
福
祉
介
護
課(�☎�
６
５
ー
７
７
８
９
）

11
月
11
日
は
介
護
の
日
で
す

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
介
護
が
必
要
な
人
が

増
加
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
介
護
に
ま
つ
わ

る
課
題
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
社
会
で
は
、
多
く
の
人
が
介
護
を
身
近
な

も
の
と
し
て
と
ら
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
介
護
を
考
え
、
か
か
わ
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
そ
の
家
族
、
介
護

従
事
者
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
社

会
に
お
け
る
支
え
合
い
や
交
流
を
促
進
す
る

観
点
か
ら
、
高
齢
者
や
し
�
う
が
い
者
等
に

対
す
る
介
護
に
関
し
、
国
民
へ
の
啓
発
を
重

点
的
に
実
施
す
る
日
と
し
て
、
「
介
護
の

日
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
住
み
慣
れ
た
地
域
で
だ
れ
も
が
い

き
い
き
暮
ら
せ
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、
介

護
予
防
、
住
ま
い
お
よ
び
自
立
し
た
日
常
生

活
の
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制(

地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム)

の
推
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。

高
齢
者
福
祉
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
詳
し
く
は
、
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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９月８日(土)〜18(火)の11日間、長浜市青年使節

団10人が姉妹都市であるアウグスブルク市(ドイツ)

を訪問しました。アウグスブルク市とは昭和34年

(1959年)に姉妹都市提携を結んでおり、青年使節

団としての派遣は今回で６回目です。団員たちはア

ウグスブルク市長への表敬訪問や各地を視察したほ

か、様々なプログラムやホームステイを通して現地

の人々と心温まる交流を行いました。

長浜市青年使節団  中
な か

田
た

翔
かける

さん(22歳)
異国の文化や歴史、自然に触れたこの11日間は、毎

日が新しい発見と学びにあふれていた。もっとたくさ

んの人とお話してみたかったし、語学をおろそかにし

てきたことがこんなにも損なことだったとは思わなか

った。この経験は身近な世界しか知らなかった私の価

値観を大きく変え、知らない世界に踏み込む勇気には

価値があるものだと教えてくれた。これからも積極的

に国際交流を図っていきたい。

姉妹都市アウグスブルク市へ行ってきました
■問 市民活躍課(☎�６５ー８７１１)

地域の豊かな自然や人々の交流、伝承行事、古い街

並みなど、未来に残し伝えていきたい「わたしのまち

のたからもの」を題材にした、市内の小中学生による

絵画・ポスター作品を、市内３か所で巡回展示しま

す。

【とき・ところ】
①11月８日(木)〜15日(木)

高月まちづくりセンター(高月町渡岸寺)

②11月22日(木)〜29日(木)

浅井図書館(大依町)

③12月５日(水)〜10日(月)

リュートプラザ(難波町)

【入場料】無料

「絵で伝えよう！わたしのまちのたからもの」絵画展
■問 長浜ユネスコ協会(生涯学習文化課内)(☎�６５ー６５５２)

性別 年齢男・女 歳

住　所

氏　名

電　話
F A X

メール

長浜市

今月号の特集に関するご意見

広報ながはまに関するご意見

今後、特集を希望するテーマ

※○をつけてください。

担当課からの返事をご希望の場合は、連絡先
をご記入ください。

FAXでも受け付けます。 FAX６５－４００６

（電話・メール・FAX）で返事を希望

谷折り谷折り

谷折り谷折り

谷折り谷折り

谷折り谷折り

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

　

　

　

　

　

▲アウグスブルク市長表敬訪問 ▲ホストファミリーとの対面 ▲民族衣装体験

11月の長浜市献血デーにご協力ください
市内に献血バスが配車されますので、献血への

協力をお願いします。

【とき・ところ】11月10日(土)　西友長浜楽市店

11月25日(日)　イオン長浜店

【受付時間】　　10時〜11時45分

13時〜15時30分

※400ml献血をお願いします。

※詳しくは、滋賀県赤十字

血液センターホームページ

まで。

(https://www.bs.jrc.or.jp/kk/shiga/)

■問 健康推進課(☎�６５ー７７７９）
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■問
子
育
て
支
援
課
家
庭
児
童
相
談
室(�☎�
６
５
ー
６
５
４ 

４
）

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を

実
施
し
ま
す

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に
備

え
、
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。
こ
の

訓
練
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム(

Ｊ
ア

ラ
ー
ト)

を
用
い
た
訓
練
で
、
市
以
外
の
地

域
で
も
防
災
行
政
無
線(

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー)

と
連
動
す
る
な
ど
様
々
な
手
段
を
用
い
て

情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
と
　
き
】
11
月
21
日(

水) 

11
時
〜

子
ど
も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
事
件
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
児
童
虐
待
は
、
社
会

全
体
で
解
決
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
大
き
な
問
題
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
大

切
な
「
こ
こ
ろ
」
や
「
い
の
ち
」
を
守
る

た
め
、
わ
た
し
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

児
童
虐
待
と
は

児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者
が
子
ど
も
に

対
し
て
行
う
行
為
で
、
４
つ
に
分
類
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
身
体
的
虐
待
…
殴
る
、
蹴
る
、
や
け
ど

を
負
わ
せ
る
な
ど

○
ネ
グ
レ
ク
ト(

養
育
の
拒
否
・
怠
慢)

…
家
に
閉
じ
込
め
る
、
食

事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど

く
不
潔
に
す
る
、
車
の

中
に
放
置
す
る
な
ど

○
心
理
的
虐
待
…
言
葉
に
よ
る
お
ど
し
、

無
視
や
拒
否
的
な
態
度

を
と
る
、
き
�
う
だ
い

間
の
差
別
、
子
ど
も
が

同
居
す
る
家
庭
に
お
け

る
Ｄ
Ｖ
な
ど

○
性
的
虐
待
　
…
性
的
行
為
を
強
い
る
、

性
器
を
見
せ
る
な
ど

見
逃
さ
な
い
で
「
た
す
け
て
サ
イ
ン
」

子
ど
も
か
ら
の
サ
イ
ン

○
不
自
然
な
あ
ざ
・
や
け
ど
・
打
撲

○
極
端
に
や
せ
て
い
る
等
の
栄
養
失
調
状
態

○
衣
服
や
身
体(

髪
や
手
足
等)

が
不
潔

○
無
表
情
、
大
人
を
見
る
と
お
び
え
る

○
落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴
、
情
緒
不
安
定

保
護
者
か
ら
の
サ
イ
ン

○
子
ど
も
の
健
康
や
安
全
へ
の
配
慮
が
さ

れ
て
い
な
い

○
衣
類
、
寝
具
が
不
衛
生
状
態

○
子
ど
も
を
家
に
置
い
た
ま

ま
、
よ
く
外
出
す
る

○
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、
子

ど
も
に
当
た
る

○
地
域
と
の
交
流
が
な
く
、
孤

立
し
て
い
る

■問
防
災
危
機
管
理
局
（�
☎�
６
５
ー
６
５
５
５
）

虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守
る
　
11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

■問
環
境
保
全
課(�☎�
６
５
ー
６
５
１
３
）

11
月
25
日(

日)

は
ゴ
ミ
の

持
込
み
が
可
能
で
す

ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ

ン
ト
お
よ
び
伊
香
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
ゴ

ミ
の
持
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
受
付
時
間

８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分

○
次
回
の
持
込
み
受
付
予
定
日

12
月
29
日(

土)

、
30
日(

日)

虐待通告・児童相談に関する連絡先

長浜市役所
家庭児童相談室

☎６５－６５４４
月〜金　８時30分〜17時15分

※時間外・土・日・祝日は市役所
代表電話(☎６２－４１１１)へ

彦根子ども家庭
相談センター

☎０７４９－２４－３７４１
月〜金　８時30分〜17時15分

虐待ホットライン
(県内全域)

☎０７７－５６２－８９９６
24時間対応　ＦＡＸ可

こころんダイヤル
子育て・いじめ・不
登校・非行ど・・・
子どもの悩みや家庭
の悩みの電話相談

☎０７７－５２４－２０３０
☎０１２０－０７８－３１０

(24時間子供SOSダイヤル)
０７７－５２８－４８５５

※土・日・祝日を含む毎日(年末年始
を除く)９時～21時

FAX

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

里
親
制
度
は
、
健
や
か
な
育
ち
の
場
を

求
め
る
子
ど
も
の
た
め
の
制
度
で
す
。

※
里
親
に
は
迎
え
入
れ
た
子
ど
も
の
養

育
費
と
医
療
費
、
里
親
手
当
、
生
活

費
、
学
校
教
育
費
な
ど
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

い
ろ
ん
な
里
親
を
求
め
て
い
ま
す

○
養
育
里
親

家
族
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
を
一
定

期
間
、
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
て

養
育
す
る
里
親

○
養
子
縁
組
里
親

養
子
縁
組
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
養

親
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
里
親

○
専
門
里
親

養
育
里
親
の
う
ち
、
虐
待
や
非
行
、

し
�
う
が
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
専

門
的
な
援
助
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

を
養
育
す
る
里
親

○
親
族
里
親

実
親
が
死
亡
、
行
方
不
明
な
ど
に
よ

り
養
育
が
で
き
な
い
場
合
に
、
祖
父

母
な
ど
の
親
族
が
子
ど
も
を
養
育
す

る
里
親

※
里
親
に
な
っ
て
い
た
だ
く
に
は
、
要

件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
彦

根
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー(

☎
０

７
４
９
ー
２
４
ー
３
７
４
１)

へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■問
大
津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

(�☎�
０
７
７
ー
５
２
２
ー
４
６
７
３)

行
政
相
談
委
員
は
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
国
の
事

務
に
関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、
助
言
や
関

係
行
政
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
行
政
相
談
委
員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
11
月
13
日(

火)

13
時
〜
15
時

西
浅
井
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー(

西
浅
井
町
大
浦)

行
政
相
談
委
員
　
坂さ

か

井い

冨と
み

子こ

氏

②
11
月
14
日(

水)

13
時
〜
15
時

高
月
支
所(

高
月
町
渡
岸
寺)

行
政
相
談
委
員
　
髙
山

た
か
や
ま

平
一
郎

へ
い
い
ち
ろ
う

氏

③
11
月
15
日(

木)

９
時
〜
12
時

木
之
本
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー(

木
之
本
町
木
之
本)

行
政
相
談
委
員
　
谷
口

た
に
ぐ
ち

慶
祐

け
い
ゆ
う

氏

※
相
談
無
料
、
予
約
不
要
、
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

問
合
せ

滋
賀
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
ー
５
２
３
ー
１
１
０
０

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
の
お
し
ら
せ

■問
生
涯
学
習
文
化
課(�☎�
６
５
ー
６
５
５
２)

明
る
い
家
庭
づ
く
り
標
語
、
豊
か
な
心
を

は
ぐ
く
む
家
庭
づ
く
り
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
巡
回
展

市
青
少
年
育
成
県
民
会
議
で
は
、
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
の
標

語
」
募
集
を
行
い
、
集
ま
っ
た
９
，
０
４
６
点
か
ら
、
特
選
、
入

選
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
滋
賀
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
と
共
催
し
、
小
・
中
学

生
に
「
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
家
庭
づ
く
り
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
」

の
募
集
を
行
い
、
優
秀
作
品
・
入
選
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
標
語
と
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
入
選
・
優
秀
作
品
の
展

示
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
と
き
・
と
こ
ろ
】

〇
11
月
２
日(

金)

〜
11
日(

日)

平
和
堂
木
之
本
店(

木
之
本
町
木
之
本)

〇
11
月
13
日(

火)

〜
21
日(

水)

西
友
長
浜
楽
市
店(

八
幡
東
町)

〇
11
月
27
日(

火)

〜
12
月
２
日(

日)

湖
北
文
化
ホ
ー
ル(

湖
北
町
速
水)

■問
生
涯
学
習
文
化
課(�☎�
６
５
ー
６
５
５
２)

青
少
年
育
成
・
市
民
の
つ
ど
い

長
浜
の
次
代
を
担
う
青
少
年
が
夢
と
希
望
を
持
ち
、
健
全
に
成

長
で
き
る
よ
う
市
民
全
員
で
考
え
、
よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
た
め

「
長
浜
市
青
少
年
育
成
・
市
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
と
　
き
】
12
月
２
日(

日) 

13
時
〜
16
時

【
と
こ
ろ
】
湖
北
文
化
ホ
ー
ル(

湖
北
町
速
水)

【
内
　
容
】
〇
明
る
い
家
庭
づ
く
り
標
語
表
彰

〇
小
中
学
生
に
よ
る
意
見
発
表

〇
実
践
活
動
事
例
の
発
表

(

長
浜
梅
香
保
育
園
、
余
呉
小
中
学
校
、
長
浜
東

中
学
校
、
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
「
え
が
お
」)

〇
青
少
年
育
成
に
つ
い
て
報
告

大
津
地
方
法
務
局
と
滋
賀
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
悩
ん
で
お
ら
れ
る
本
人
、
ご
家
族
等
か
ら
の
相

談
に
電
話
で
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

全
国
共
通
『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』

０
５
７
０
ー
０
７
０

ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ

ーの

８
１
０

ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

【
期
　
間
】
11
月
12
日(

月)

〜
18
日(

日)

【
時
　
間
】
８
時
30
分
〜
19
時

(

土
・
日
は
10
時
〜
17
時
）

【
相
談
内
容
】
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場
で

の
い
じ
め
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ

る
様
々
な
人
権
問
題

【
相
談
担
当
者
】
法
務
局
職
員
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員

※
こ
の
期
間
以
外
に
も
、

平
日
８
時
30
分
か
ら

17
時
15
分
ま
で
、
人
権

擁
護
委
員
・
法
務
局
職

員
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

「
行
政
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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子育てサポーター養成講座受講生募集

第４回パパチャレンジ講座・カジイクジRAKU
ら く

-RAKU
ら く

講座
おやこで家事力アップ！かんたん・美味しいクッキング！受講者募集

■問 生涯学習文化課(☎�６５ー６５５２)

■問 人権施策推進課課(☎�６５－６５６０)

子育て中でアドバイスを求めている人や、地域で
子どものために何かしたいと思っている人など、子
育てに関心のある人のための講座です。子育てにつ
いてともに学び、子どもも大人も明るく笑顔で暮ら
せるような環境をみんなでつくりましょう。

【日程・場所・内容】
下記の開催日程表をご覧ください。

【時　間】10時〜11時30分
【定　員】80人(先着順)
【対象者】子育て支援に関わっている人や、子育て・

孫育て中の人など、子育てに関心のある人
ならどなたでも受講できます。

【託　児】１回100円(生後６か月以上・先着18人)
【申込み】11月５日(月)までに、①氏名 ②住所

③年齢 ④電話番号 ⑤託児希望・託児年齢
を、電話、ＦＡＸまたはメールで下記まで
お申し込みください。

問合せ・申込み先
生涯学習文化課
☎６５−６５５２　 ６５−６５７１
✉syoubun@city.nagahama.lg.jp

FAX

「家族で家事をシェアしたい」というお父さんや、
保護者の皆さんが、「簡単に・美味しくできる」ク
ッキング教室で、楽しく家事力アップをめざしま
す。

子どもと一緒に料理をして、試食しながら「男女
の家事・育児」について話しましょう。

【と　き】12月１日(土)10時〜13時
【ところ】神照まちづくりセンター(神照町)
【対象・条件】保護者と子ども(小学１年〜３年)
【講　師】古沢

ふ る さ わ

みどり 氏(食楽
しょくらく

美土梨
み ど り

おばさん)
【メニュー】オムライス、から揚げ、にんじんゼリ

ー、お講汁(かぶらの味噌汁)　

【定　員】12組/24人(先着順)
【参加費】１組600円(当日ご持参ください)
【申込み】受付開始　11月１日(木)10時〜

①氏名 ②子どもの学年 ③住所 ④電話番号
を、電話で下記までお申し込みください。

問合せ・申込み先
人権施策推進課
☎６５－６５６０

【と　き】 12月８日(土)

              12時30分〜16時30分(受付12時〜)

【ところ】 北ビワコホテルグラツィエ　

              カフェロメオ(港町)

【対　象】 おおむね26〜45歳の独身の男女

              ※市内在住・在勤の人

【司　会】 松
ま つ

尾
お

やよい さん(夢
ゆ め

こらぼ)

【定　員】 男女各15人(申込多数の場合は抽選)

【参加費】 男性　3,000円　　女性　2,000円

【申込み】 11月22日(木)までに、電話で下記まで

              お申し込みください。

問合せ・申込み
びわ福祉の会事務局 (☎７２－４３９９)

Winter
ウ イ ン タ ー

婚活  Party
パ ー テ ィ

at GRAZIE
グ ラ ツ ィ エ

第48回滋賀県芸術文化祭参加事業
「第43回長浜市芸術文化祭」行事11月下旬開催事業

◇ながはまシニアアンサンブル
「銀の櫂

か い

」ミニコンサート
11月17日(土)14時〜15時30分／
長浜文化芸術会館／懐かしの名曲
などいろんなジャンルの曲が楽し
める演奏会。

◇長浜サンパレス
BUNKA

ブ ン カ

オータムフェスティバル
11月17日(土)〜18日(日)９時〜17
時(18日は15時まで)／長浜サンパ
レス／各講座・サークルの展示発
表やキッズダンスの発表など。各
種体験講座や18日にはデューク
更家
さ ら い え

氏の弟子 武
む

當
と う

倭人
と お る

氏のウォ
ーキング教室も開催。／体験講
座・ウォーキング教室は有料

◇平成30年度岳心流
かくしんりゅう

びわこ岳心会秋季吟唱発表会
11月18日(日)10時〜16時／市民
交流センター／漢詩等吟詠発表。

◇歌はともだちコンサート
11月20日(火)10時〜11時／湖北
文化ホール／「クッキーズ」のお
姉さんによる歌やおどり、手あそ
び、ミニミニミュージカルの公
演。／大人300円、子ども200円

◇第1回「香
こ

紅会
こ う か い

」
－くれなゐにほふー

11月25日(日)13時30分〜15時／
中川能舞台／筝・尺八・三絃による邦
楽合奏。仕舞・小鼓・生け花も披露。

◇琴・四季の会　大正琴コンサート
11月25日(日)13時〜15時30分／
長浜文化芸術会館／大正琴の魅力
と更なる可能性を求め、他楽器、
歌、踊りなどのコラボで、楽し
く・明るい・元気なコンサー
ト。／一般1,000円

■問 (公財)長浜文化スポーツ振興事業団(長浜文化芸術会館) (�☎�６３ー７４００）

※参加費表記のない
行事は入場無料

クリスマスを盛り上げる小物づくりや、ほっと落ち着くティータイムをとおして、
楽しいひとときを過ごしましょう。

「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

ラ

イ

フ

Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ

デ

ザ

イ

ン

」
〜
あ
な
た
ら
し
い
こ
れ
か
ら

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
よ
う
〜
と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。
多
様
な
働
き
方
に
つ
い
て
生
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、
自
分
ら
し
い
働
き
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
連
続
受
講
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
と
　
き
】
１
日
目
　
11
月
29
日(

木)

10
時
〜
12
時

２
日
目
　
12
月
６
日(

木)

10
時
〜
12
時

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
本
庁
舎
１
階
多
目
的
ル
ー
ム

【
対
　
象
】
自
分
ら
し
い
「
働
き
方
」
を
考
え
た
い
女
性

【
講
師
・
テ
ー
マ
】

○
１
日
目
　
楽
育

ら
く
い
く

の
た
ね
　
中
島

な
か
じ
ま

み
ち
る
氏

テ
ー
マ
「
私
が
働
く
タ
イ
ミ
ン
グ
」

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン「
私
た
ち
の
は
じ
め
の
一
歩
」

○
２
日
目
　
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
育
休
後
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

石
倉

い
し
く
ら

和か
ず

美み

氏

テ
ー
マ
「
自
分
軸
か
ら
考
え
る
ワ
タ
シ
色
の
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
」

【
定
　
員
】
30
人(

先
着
順)

・
託
児
あ
り(

先
着
10
人)

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
み
】
メ
ー
ル
、L

IN
E
@

、
ま
た
は
電
話
で
左
記
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

子
育
て
応
援
カ
フ
ェ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

ロ

コ

☎
０
８
０
ー
６
１
８
０
ー
６
０
５
０
　L

IN
E
@
:@

n
aj8

0
4
0
k

✉lo
co

_en
jo
y_th

e_m
o
m
m
ylife@

yah
o
o
.co

.jp

※

メ
ー
ル
で
の
申
込
み
の
際
は
件
名
に
「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

参
加
希
望
」
と
表
記
の
上
、
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
・
託

児
の
有
無
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
商
工
振
興
課(�☎�
６
５
ー
８
７
６
６
）

女
性
の
「
働
く
」
応
援
セ
ミ
ナ
ー

開催日 場　所 内　容 講　師

11月 ７日(水)
高月まちづくりセンター
(高月町渡岸寺)

子どものえがおが見たい
長浜市教育センター教育相談室

相談員 沢
さ わ

田
だ

浩臣
ひ ろ お み

11月12日(月)
市役所本庁舎１階
多目的ルーム1,2

乳幼児期だからこそ大切なこと
滋賀文教短期大学

大橋
お お は し

英
ひ で

子
こ

氏

11月20日(火)
市役所本庁舎５階
5−B会議室

だめな子なんて１人もいない
書籍「あ〜ちゃんの虹」著者

林
はやし

ともこ 氏

11月26日(月)
市役所本庁舎５階
5−B会議室

子育ては子守り唄に学ぼう
家庭教育推進協議会

勝城
か つ し ろ

弘
ひ ろ

志
し

氏

11月30日(金)
市役所本庁舎１階
多目的ルーム1,2

子どもと災害
長浜市防災危機管理局専門員

安原
や す は ら

秀
ひ で

男
お

○開催日程表

※３講座以上の受講者には修了証書をお渡しします。

▲
子育て応援カフェ
ＬＯＣＯの
ホームページ
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記事広告

（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報を

お届けします！

長浜サンパレスにて11月５日(月)から申込受け付けます。電話での申込みも可能。
定員になり次第受付終了となります。受講料は、受講日に納めてください。

■問･申 (公財)長浜文化スポーツ振興事業団(長浜サンパレス) ☎６４－１４４４

長浜サンパレス１DAY講座
ハーバリウム講座・アロマワックスカップ講座

■問
高
齢
福
祉
介
護
課(�☎�
６
５
ー
７
８
４
１)

〜
み
ん
な
で
つ
く
る
　
認
知
症
に
な
っ
て
も
　
や
さ
し
い
ま
ち
〜

「
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
元
気
に
暮
ら
し
続
け
た
い
」
そ
ん

な
思
い
を
叶
え
る
た
め
に
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
の
み

ん
な
で
支
え
あ
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
や
認

知
症
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

【
と
　
き
】
11
月
25
日(

日) 

13
時
30
分
〜( 

12
時
開
場)

【
と
こ
ろ
】
湖
北
文
化
ホ
ー
ル(

湖
北
町
速
水)

【
内
　
容
】

記
念
講
演
　
演
題

『
考
え
よ
う
！
認
知
症
の
人
と
家
族
が
地
域
で
住
み
続
け
る

た
め
に
』

活
動
報
告

長
浜
市
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
「
サ
ル
ビ
ア
」

湖
北
認
知
症
の
人
を
支
え
る
家
族
の
会
「
い
ぶ
き
の
会
」

(

公
社)

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
　
滋
賀
県
支
部

【
会
場
内
で
の
催
し
】

○
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
で
個
別
相
談(

認
知
症
・
介
護)

○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
活
動
紹
介
展
示
等

※「
第
25
回
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
記
念
講
演
会

in

長
浜
」
同
時
開
催

認
知
症
公
開
講
座

■問
高
齢
福
祉
介
護
課(�☎�
６
５
ー
７
８
４
１)

ひ
な
た
カ
フ
ェ
の
認
知
症
ミ
ニ
講
座
＆

カ
フ
ェ

ひ
な
た
カ
フ
ェ
は
、
物
忘
れ
が
気
に
な
る
人
や
認
知
症
の

あ
る
人
を
介
護
し
て
い
る
人
、
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
人
な

ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
憩
い
の
場
で
す
。

今
回
「
一
緒
に
考
え
ま
し
�
う
。
食
べ
る
こ
と
。
」
を
テ

ー
マ
に
、
認
知
症
予
防
の
た
め
の
食
事
・
栄
養
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

講
座
後
は
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
を
し
ま
せ
ん
か
。

【
と
　
き
】
11
月
13
日(

火)

14
時
〜
16
時(

受
付
13
時
30
分)

【
と
こ
ろ
】
六
荘
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー(

勝
町)

【
講
　
師
】
管
理
栄
養
士
　
中
澤

な
か
ざ
わ

順
じ
�
ん

子こ

氏

【
対
　
象
】

○
認
知
症
の
あ
る
人
、
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
、
認
知
症
に

関
心
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も(

市
内
在
住
の
人)

【
参
加
費
】
１
０
０
円(

飲
み
物
・
お
菓
子
代)

【
主
　
催
】
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
ひ
な
た

【
申
込
み
】
電
話
で
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

南
長
浜
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
６
５
ー
８
３
５
２

認
知
症
は
特
別
な
病
気
で
は
な
く
、
誰
も
が
か
か
る
可
能

性
の
あ
る
病
気
で
す
。
認
知
症
の
事
を
正
し
く
知
り
、
認
知

症
と
運
転
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

【
と
　
き
】
11
月
17
日(

土)

14
時
〜
16
時( 

13
時
30
分
受
付
開
始)

【
と
こ
ろ
】
高
月
支
所(

高
月
町
渡
岸
寺)

３
階
３
ー
Ｂ
会
議
室

【
内
　
容
】

「
な
ぜ
運
転
が
危
険
に
な
る
の
？
〜
高
齢
者
と
認
知
症
と
車

の
運
転
に
つ
い
て
考
え
ま
し
�
う
！
〜
」

講
演
、
取
組
み
報
告

○
セ
フ
ィ
ロ
ト
病
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長
　
板
東

ば
ん
ど
う

宏ひ
ろ

樹き

氏

○
滋
賀
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

○
湖
北
高
月
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
み
】
電
話
で
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

セ
フ
ィ
ロ
ト
病
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
６
８
ー
５
７
１
６

■問
高
齢
福
祉
介
護
課(�☎�
６
５
ー
７
８
４
１)

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
と
一
緒
に

歩
む
市
民
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す

講師　梅本
うめもと

高
たか

男
お

氏
認知症の人と家族の会滋賀
県支部副代表。妻が69歳で
アルツハイマー型認知症と
診断され、在宅介護歴5年。
「ケアメン(男性介護者)のつ
どい」を開催するとともに、

「介護者の想い」の講演活動
や認知症の啓発に取り組ん
でいる。

家庭教育支援チーム「えがお」主催イベント
「絵本と遊ぼう」「タッセル作り＆ふれあい遊びをしよう」
「クリスマスリースをつくろう」

■問 家庭教育支援チーム「えがお」事務局(生涯学習文化課内)(☎�６５ー６５５２)

ものづくりや遊びを通して親子の絆を深め、ま

た、子育てに関する悩みや相談ごとを気軽に話して

みませんか。ぜひ親子でご参加ください。

【対　象】市内在住の未就園児とその保護者

【講　師】家庭教育支援チーム「えがお」チーム員

【定　員】各回15組(先着順)

【申込み】

各開催日の１週間前までに、①氏名(親子とも)②子

どもの年齢③住所④連絡先を電話、ＦＡＸまたはメ

ールで下記までお申込みください。

※子どもの飲み物やオムツは各回ご準備をお願いし

ます。

※１回だけの参加も可能です。

問合せ・申込み先
家庭教育支援チーム「えがお」事務局
〈生涯学習文化課内〉
☎６５−６５５２　 ６５−６５７１
✉syoubun@city.nagahama.lg.jp

FAX

とき ところ 内容 参加費
(1組)

11月15日(木)
10時〜11時30分

余呉高齢者福祉センター
(余呉町中之郷)

絵本と遊ぼう 100円

11月22日(木)
10時〜11時30分

神照まちづくりセンター
(神照町)

タッセル作り＆
ふれあい遊びをしよう

200円

12月６日(木)
10時〜11時30分

神照まちづくりセンター
(神照町)

クリスマスリースを
つくろう

100円

流行りのハーバリウムやアロマワックスカップを作ってみませんか？
クリスマスバージョンもご希望で作れます!!

ハーバリウム講座
【と　き】11月25日(日)10時〜12時

【対　象】一般　　【定　員】10人(先着順)　　【受講料】2,000円(材料費込み)

【講　師】松本
ま つ も と

真奈美
ま な み

先生

アロマワックスカップ講座
【と　き】11月25日(日)13時〜15時

【対　象】一般　　【定　員】８人(先着順)　　【受講料】2,000円(材料費込み)

【講　師】松本 真奈美 先生
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市長市長
コラム　コラム　
市長
コラム　100100地

域
の
活
性
化
に
期
待
さ
れ
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊

長
浜
市
に
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
３
年
間
活

動
さ
れ
た
６
人
が
、
引
き
続
き
長
浜
で
活
動

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
６
人

に
長
浜
の
印
象
を
聞
く
と
、「
長
浜
は
人
が

良
く
、過
ご
し
や
す
く
、引
き
続
き
長
浜
と
関

わ
り
た
い
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
大
変

嬉
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
６

人
は
、
自
伐
型
林
業
や
自
然
資
源
、
芸
術
活

動
の
分
野
で
独
自
の
生
き
る
道
を
見
つ
け
、

任
期
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
市
内
に
定
住

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

今
後
も
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
は
、
都
市
か
ら

地
方
へ
移
住
し
て
、
地
域
を
元
気
に
す
る
取

り
組
み
で
、
全
国
で
約
５
千
人
が
活
動
し
て

い
ま
す
。
長
浜
市
で
も
、
全
国
か
ら
若
者
な

ど
の
人
材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
移
住
・

定
住
に
よ
る
地
域
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

で
、
地
域
力
の
維
持
と
活
性
化
を
図
る
た

め
、
随
時
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
７
人
の
起
業
型
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
、
大
工
や
伝
統
文
化
、
防
災
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に

活
動
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
新
た
に
４
人
が
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
、
兵
庫
県
や
千
葉
県
な
ど
か
ら

長
浜
市
へ
移
住
し
活
動
を
開
始
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
委
嘱
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
は
若
い
隊
員
か
ら
じ
っ
く
り
話
を
聞

い
て
、
皆
さ
ん
の
意
欲
と
能
力
を
十
分
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
活
動
へ
の
期
待
や
不
安
な
ど
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
隊
員
の
皆
さ
ん
が

相
互
に
連
携
し
、
地
域
活
動
や
地
域
振
興
の

担
い
手
と
し
て
、
大
い
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

若
い
力
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
に
お

付
き
合
い
と
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

※至誠通天
誠を尽くせば天が
味方してくれること

大
腸
が
ん
の
早
期
発
見
の

た
め
に

日
本
人
の
死
因
で
最
も
多
い
病

気
は
が
ん
で
す
。
な
か
で
も
大
腸

が
ん
と
診
断
さ
れ
る
人(

罹
患
数)

は

年
々
増
加
傾
向
で
あ
り
、
臓
器
別

の
罹
患
数
で
見
る
と
、
男
性
で
は

肺
が
ん
・
胃
が
ん
に
次
い
で
３

位
、
女
性
で
は
乳
が
ん
に
次
い
で

２
位
と
い
ず
れ
も
上
位
を
占
め
て

い
ま
す
。

が
ん
は
早
期
に
発
見
す
れ
ば
治

る
病
気
で
す
が
、
早
い
段
階
の
が

ん
は
無
症
状
で
あ
る
た
め
、
自
身

で
気
付
く
こ
と
は
難
し
く
、
早
期

発
見
の
た
め
に
は
検
診
を
受
け
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
腸
が
ん
の
検
診
で
、
ま
ず
簡

単
に
行
え
る
も
の
と
し
て
便
潜
血

べ
ん
せ
ん
け
つ

検
査
が
あ
り
ま
す
。
便
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
、
肉
眼
で
は
確
認
で

き
な
い
血
液
の
成
分
が
含
ま
れ
て

い
な
い
か
確
認
す
る
検
査
で
す
。

し
か
し
、
便
潜
血
で
陽
性
が
出

て
も
、
特
に
症
状
の
な
い
人
は
、

あ
ま
り
深
刻
な
感
覚
を
持
た
れ
な

い
よ
う
で
、
よ
り
詳
し
く
調
べ
る

大
腸
カ
メ
ラ
で
の
受
診
を
お
す
す

め
し
て
も
、
受
け
て
い
た
だ
け
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

湖
北
病
院
で
の
昨
年
度
の
大
腸
カ

メ
ラ
の
症
例
を
分
析
し
た
と
こ

ろ
、
便
潜
血
陽
性
の
人
々
と
血
便

が
出
た
人
々
に
大
腸
カ
メ
ラ
を
行

う
と
、
大
腸
が
ん
が
見
つ
か
る
確

率
は
ほ
ぼ
同
じ
と
い
う
結
果
で
し

た
。
し
か
も
、
便
潜
血
陽
性
の
人
々

で
は
早
期
が
ん
が
多
く
、
血
便
が

出
た
人
々
で
は
進
行
が
ん(

浸
潤
や

転
移
な
ど
が
ん
が
広
が
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
状
態)

が
多
い
と
い
う
こ

と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
明
ら
か
な
症
状
が
出

る
場
合
は
す
で
に
が
ん
が
進
ん
で

い
る
こ
と
が
多
く
、
便
潜
血
陽
性

の
段
階
で
大
腸
カ
メ
ラ
の
検
査
を

受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
が
ん

の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

が
ん
は
早
期
に
治
療
す
れ
ば
治

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に

ぜ
ひ
大
腸
カ
メ
ラ
を
受
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

湖
北
病
院
で
は
女
医
が
大
腸
検

査
も
で
き
ま
す
の
で
、
女
性
の
人

も
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

■問
長
浜
市
立
湖
北
病
院

（
☎
８
２
ー
３
３
１
５〈
代
表
〉)

このコーナーでは、病院施設や事業のほか、生活に役立つ“健康豆知識”
などを紹介します。

市立病院通信- 91-

▲地域おこし協力隊隊員の皆さん

木
之
本
地
蔵
院
と
も
呼
ば
れ
る
浄
信
寺

に
伝
わ
る
本
作
は
、
岩
場
に
立
つ

不
動
明
王

ふ
ど
う
み
�
う
お
う

を
中
央
に
配
し
、
画
面
向
か
っ

て
右
か
ら
不
動
明
王
の
眷
属

け
ん
ぞ
く(

従
者)

で
あ

る
矜こ

ん

羯が

羅ら

、
制せ

い

多た

迦か

の
二
童
子
を
描
い
て

い
ま
す
。
絵
具
や
装
飾
品
を
表
す
金
箔
の

一
部
が
剥
が
れ
て
い
る
た
め
、
一
見
不
明

瞭
で
す
が
、
墨
の
線
は
力
強
く
、
不
動
明

王
や
二
童
子
の
衣
服
の
模
様
、
矜
羯
羅
童

子
の
毛
筋
の
細
や
か
な
表
現
か
ら
中
世
・

南
北
朝
時
代
の
作
品
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

明
王
と
は
仏
教
の
尊
格
の
一
つ
で
す
。

明
王
は
、
怒
っ
た
表
情
で
あ
る
忿ふ

ん

怒ぬ

相そ
う

を

も
っ
て
、
仏

ほ
と
け

の
教
え
に
従
わ
な
い
者
を
正

し
い
道
に
導
く
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
代
表
格
が
不

動
明
王
で
す
。

不
動
明
王
は
、

本
作
の
よ
う
に

右
手
に
煩
悩

ぼ
ん
の
う

を

打
ち
破
る
剣
を

持
ち
、
左
手
に

人
々
を
救
う
縄

状
の
仏
具
で
あ

る
羂
索

け
ん
じ
�
く

を
持
つ
姿
で
表
さ
れ
ま
す
。
ま
た

二
童
子
の
う
ち
矜
羯
羅
童
子
は
、
白
み
の

肌
色
で
描
か
れ
、
先
の
尖
っ
た
独
鈷
杵

と

っ

こ

し

�

と

い
う
法
具
を
持
ち
合
掌
し
、
不
動
明
王
に

顔
を
向
け
て
い
ま
す
。
肌
の
赤
い
制
多
迦

童
子
は
、
両
手
で
棍
棒

こ
ん
ぼ
う

を
持
っ
て
お
り
、

仏
教
の
経
典
に
よ
る
と
矜
羯
羅
童
子
は

恭
敬
小
心

き
�
う
け
い
し
�
う
し
ん(

小
心
で
謹
み
敬
う)

、
制
多
迦

童
子
は
悪
性
の
者
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

不
動
明
王
の
背
後
で
激
し
く
燃
え
る
炎

は
、
火か

炎
光
背

え
ん
こ
う
は
い

と
呼
ば
れ
ま
す
。
本
作
で

は
、
朱
色
や
丹
色
と
い
っ
た
赤
系
統
の
色

を
組
合
せ
、
渦
状
の
炎
が
勢
い
よ
く
吹
き

上
が
る
様
子
を
臨
場
感
溢
れ
る
筆
致
で
表

し
て
い
ま
す
。
不
動
明
王
は
、
そ
の
性
格

か
ら
目
を
見
開
い
た
も
の
や
鋭
い
眼
光
を

も
っ
た
表
情
で
表
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
本
作
で
は
上
瞼
を
や
や
伏
せ
、

３
尊
と
も
動
き
の
少
な
い
落
ち
着
い
た
様

子
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
静
的

な
表
現
と
不
動
明
王
の
内
に
秘
め
た
力
を

表
す
よ
う
な
迫
力
あ
る
炎
の
表
現
の
対
比

が
印
象
的
で
す
。
目
を
見
張
る
表
現
力
と

と
も
に
中
世
の
仏
画
と
し
て
長
浜
の
文
化

財
の
中
で
も
貴
重
な
作
品
で
す
。

※
一
般
公
開
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

■問
長
浜
城
歴
史
博
物
館

（
☎
６
３
ー
４
６
１
１
）

▲不動明王二童子像

シリーズ○9
1

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、数ある文化財の中から代表的
なものをシリーズで紹介します。

市指定文化財　不動明王
ふ ど う み ょ う お う

二
に

童
ど う

子
じ

像
ぞ う

指定日：平成11年３月31日

所在地：浄
じょう

信
し ん

寺
じ

蔵(木之本町木之本)

▲不動明王

長浜市立湖北病院

内科　八
や

坂
さか

亜季
あ き
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◆滋賀県調理短期大学校
第27回料理展示会

学生の訓練成果を披露するために、料理
の展示および昼食の販売等を行います。

【と　き】11月14日(水)10時〜16時
【ところ】滋賀県調理短期大学校(分木町)
【内　容】料理展示、昼食の販売(ビー

フカレー、150食限定)、調
理デモンストレーション

滋賀県調理短期大学校
(☎６２－０７９５)

◆English カフェ
気楽に英語で交流しませんか。英語を使
ってボードゲーム等を楽しみましょう。

【と　き】11月17日(土)13時〜15時
【ところ】多文化共生・国際文化交流

ハウスＧＥＯ
ジ オ

(神照町) 
【定　員】15人(先着順)
【参加費】500円(お菓子・ドリンク付き)
【申込み】11月16日(金)までに電話で

下記まで。
長浜市民国際交流協会
(☎６３－４４００)

◆イタリア・オペラの世界
【と　き】11月25日(日)

14時～15時30分
【ところ】浅井文化ホール(内保町)
【内　容】１部オペラガラコンサート、２部

オペラ《ジャンニ・スキッキ》全
１幕 イタリア語上演/字幕付き

【入場料】一般　800円(当日 1,000円)
中学生以下　400円(当日800円)

ラルバ ベルカント ソサエティ
(☎０９０－８３８８-８１６７)

◆長浜まちウォッチング
外国籍市民と一緒にガラス体験や曳山博
物館など長浜のまちを散策しませんか。

【と　き】12月１日(土)10時〜15時
【集合場所】ＪＲ長浜駅改札口(北船町)

【定　員】10人(先着順)
【参加費】1,000円(体験代・入館料込)
【申込み】11月10日(土)までに電話で

下記まで。
長浜市民国際交流協会
(☎６３－４４００)

◆渡部
わ た な べ

達
た つ

也
や

氏講演会「生きづらさ
を抱えた子ども達に寄り添う」

【と　き】11月10日(土)
             10時〜12時(９時30分開場)

【ところ】北郷里まちづくりセンター
(東上坂町) 

【対　象】どなたでも
【定　員】50人(先着順)
【参加費】1,000円
【申込み】電話で下記まで。

HeartTrain dai〜dai〜 村山
(☎０９０－４０３８－８８９９)

◆年末調整説明会
【と　き】①11月19日(月)

②11月26日(月)
13時30分〜15時30分

【ところ】①長浜文化芸術会館(大島町)
②木之本スティックホール

              (木之本町木之本)
※事前に税務署から案内が届いている場合

は送付している書類をご持参ください。
※車でお越しの場合は豊公園駐車場をご利
用ください。
長浜税務署法人課税第１部門
(☎６２－６１９０)

◆消費税軽減税率制度説明会
平成31年10月１日から消費税率の引
上げに合わせて実施される軽減税率制
度の説明会を行います。

【と　き】①11月19日(月)
②11月26日(月)
15時30分〜16時30分

【ところ】①長浜文化芸術会館(大島町)
②木之本スティックホール

              (木之本町木之本)
※車でお越しの場合は豊公園駐車場をご利
用ください。
長浜税務署法人課税第１部門
(☎６２－６１９０)

◆魚のさばき方教室
【と　き】11月27日(火) 14時〜16時
【ところ】六荘まちづくりセンター(勝町)
【定　員】10人(定員を超えた場合抽選)
             ※初めての人を優先します。

【対　象】市内もしくは米原市在住の人
【負担金】1,000円(材料費・保険料含む)

※当日徴収します。
【持ち物】エプロン・三角巾・出刃包

丁・刺身包丁・まな板・持ち
帰り用タッパー・ふきん(数
枚)・筆記用具

【申込み】11月１日(木)〜12日(月)17
時までに電話もしくはメー
ルで下記まで。

長浜地方卸売市場
✉ nagasijo@mx.bw.dream.jp
(☎６３－４０００)

◆介護福祉士国家試験対策公開講座
「全国統一模擬試験」

【と　き】12月５日(水)、６日(木)
             10時〜15時

※どちらかを選択してください。
【ところ】特別養護老人ホームアンタ

レス(加田町)
【受験料】4,374円(税込)
【定　員】40人(先着順)
【申込み】11月26日(月)までに電話で

下記まで。
青祥会(☎６８－４１１４)

◆大会の愛称・スローガンを募集します
第79回国民スポーツ大会、第24回全
国障害者スポーツ大会の愛称・スロー
ガンを募集します。

問

問・申

問

問・申

問・申

問

問

問・申

問・申

●市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の場合は下記の締切までにメールで原稿をお寄せください。✉kouhoushi@city.nagahama.lg.jp

12月15日号：11月12日(月）　１月１日号：11月26日(月)
●営利目的など掲載できない催しもあります。詳しくは市民広報課(☎65－6504)までお問い合わせください。情報ひろば 

【条　件】
愛　称：親しみやすく、呼びやすい滋

賀県らしさを表しているこ
と。「滋賀」「国スポ・障スポ」
の文字が入っていること。

スローガン：大会に向けた思い等を印象付
ける言葉であること。

【締切り】11月12日(月)
             ※当日消印有効

【応　募】郵便またはＦＡＸで下記まで。
※詳しくは大会専用ホームページをご

覧ください。
同大会滋賀県開催準備委員会
〒５２０－８５７７
大津市京町４－１－１
(☎０７７－５２８－３３２１)
( ０７７－５２８－４８３２)

◆YOU 弁 IN NAGAHAMA
スピーチ参加者募集

「将来の夢」や「母国の紹介」などを
外国人は日本語で、日本人は外国語で
スピーチする大会です。

【と　き】12月８日(土)
13時30分〜15時30分

【ところ】多文化共生・国際文化交流
ハウスＧＥＯ

ジ オ

(神照町)
【定　員】15人(先着順)
【参加費】無料
【申込み】11月20日(火)までに電話で

下記まで。
長浜市民国際交流協会
(☎６３－４４００)

◆長浜市子ども議会議員募集
第３回子ども議会の議員を募集します。

【と　き】平成31年１月26日(土)９時〜
【ところ】市役所本庁舎議場
【対　象】小学校５、６年生
【定　員】26人(申込多数の場合は抽選)
【申込み】11月15日(木)までに応募用

紙をクラス担任まで提出し
てください。

長浜東ロータリークラブ事務局
(☎６３－３５００)

◆福祉のお仕事探し出張相談
福祉の仕事探しについて相談をお受け
します。気軽にお申し込みください。

【と　き】11月９日(金)13時30分〜16時
【ところ】浅井支所(内保町)
【申込み】前日17時までに電話で下記まで。
※完全予約制

湖北介護・福祉人材センター
(☎６４－５１２５)

問・申

FAX

問・申

問・申

問・申

催　し

有料広告欄

　
     

  

弁護士法人

おうみ法律事務所

〒526-0031　長浜市八幡東町225
代表弁護士  竹内  寛 （滋賀弁護士会所属）
HP : http://www.ohmi.lawyers-office.jp

講座・教室

募　集

相　談

結婚相談
○市民交流センター(地福寺町)

11月13日(火)、22日(木)
18時〜20時

○湯田まちづくりセンター(内保町)
11月16日(金)　17時〜19時

○湖北まちづくりセンター(湖北町速水)
11月15日(木)　18時〜20時

○高月支所(高月町渡岸寺)
11月14日(水)　13時〜15時

○木之本まちづくりセンター(北部振興局内)
11月15日(木)　15時〜17時

○山村開発センター(余呉町中之郷)
11月24日(土)　10時〜12時

○西浅井まちづくりセンター(西浅井支所内)
11月21日(水)　17時〜19時
社会福祉課(☎６５−６５３６)
市ホームページ「結婚支援」で検

索または右記ＱＲコードから。
※いずれの会場も提供できる情

報は同じです。
※登録の有効期限は３年です。

再登録を希望する人は、各会
場で申請をお願いします。

問

長浜米原休日急患診療所
11、12月の診療日のお知らせ

【診療日】11月３日、４日、11日、
18日、23日、25日
12月２日、９日、16日、
23日、24日、30日、31日

【診療時間】 ９時〜18時
【診療科】 内科・小児科
【受付時間】８時30分〜11時30分
            12時30分〜17時30分

【場　所】 宮司町1181－２
               湖北医療サポートセンター
               「メディサポ」内

【電話番号】 ６５−１５２５
※電話はおかけ間違いのないようにご
注意ください。

※受診時は健康保険証・福祉医療券・
お薬手帳・母子健康手帳(乳幼児の場
合)をお忘れなく。

※診療日は日曜・祝日・年末年始
(12月30日〜１月３日)です。
健康推進課(☎６５−７７７９)問

女性の悩み相談(要予約)
【と　き】11月17日(土)12時〜16時
【ところ】市民交流センター(地福寺町)
【相談員】下

しも

地
じ

久美子
く み こ

氏(臨床心理士)
【料　金】無料
※託児あり(要予約)、秘密厳守。

平日：人権施策推進課
(☎６５−６５５６専用ダイヤル)
土日：市民交流センター(☎６５−３３６６)

申

不用品交換情報(10月15日現在)
◆ください(無料)
〇中学生用自転車〇大人用自転車〇チャイル
ドシート〇和たんす〇テレビ〇二槽式洗濯機
〇ベビーカー
◆あげます(無料)
○畳○水槽〇子ども用たんす〇学習机(男児
用)〇学習机(女児用)〇加湿器〇折り畳みシン
グルベッド〇小型冷蔵庫〇ベビーベッド〇カ
メラ付インターホン〇保育園用制服〇桐たん
す〇座布団〇太極拳用の制服
※現物は保管していません。
※市は取次ぎのみで、利用者双方の話合いで
決定していただきます。
環境保全課(☎６５−６５１３)問

11月の税・料
市県民税                                   ３期
国民健康保険料                          ６期
介護保険料                                ６期
後期高齢者保険料                       ５期

便利でいいね！　口座振替
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植物油インキで印刷しています。　再生紙を使用しています。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流センター
や図書館、まちづくりセンターなど市の公共施設にも置いています。市ホームページ、スマホから
もご覧いただけます。点字広報、声の広報を作成していますので、ご希望の人は市民広報課まで。

「
自
分
の
た
め
に
、
そ
し
て
大
切
な
人
の
た
め
に
、
乳
が
ん
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
一
年
に
一
度
だ
け
、
長
浜
城
が
ピ
ン
ク
に
染
ま
り
リ
ボ
ン
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

そ
の
想
い
が
一
人
で
も
多
く
の
人
に
届
き
ま
す
よ
う
に
。
（
10
月
14
日
撮
影
）

まちの

人口
平成30年10月１日現在　　人口118,659人　　男58,111人　　女60,548人　　世帯数45,691世帯

平成30年9月中の異動　　転入253人　　転出243人　　出生59人　　死亡80人　　婚姻43件

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。

掲載を希望する人は市民広報課（☎６５−６５０４）まで申込みください。
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瑞生くん２歳のお誕生日おめでとう！家族を

笑顔いっぱいにさせてくれるみーくん♡
ありがとう　大好きだよ♡

けんかもするけどお互い大好き。
いつも笑わせてくれてありがとう。
元気にすくすく育ってね！

「小さい頃から大きくてかっこいい曳
山に興味がありました」と笑顔で話すの
は谷口未央さん。現在、曳山まつりをテ
ーマとした映画の撮影を予定している
映画監督です。

小さい頃から映画が好きだったとい
う谷口さん。ハリウッドやジャッキー・
チェンの映画をよく見ており、中学の文
集には『映画監督になりたい』と将来の
夢を書いたそうです。「当時は映画が好
きでなんとなく書いたんだと思います」
と振り返ります。
その夢が具体的になってきたのは、20

歳代後半の頃。数多く観た昭和初期の映
画の影響を受け、映画監督という職業に
惹かれます。その後一念発起して、上京
し映画学校に通い始めます。卒業後、長
浜で撮影した「仇討ち」が高い評価を受

けます。その後、認知症の介護をテーマ
とした「彦とベガ」であいち国際女性映
画祭のフィルム・コンペティション長
編フィルム部門のグランプリを受賞し
ました。

次の映画ではまた故郷の長浜を題材
にして撮影しようと考えていた谷口さ
んの目にとまったのが『曳山まつりユネ
スコ登録見込み』の文字。「曳山まつり
を題材にしたいと思いましたが、他の監
督に先を越されてしまうかもしれない」
と焦りを感じて、すぐに曳山まつりの總
當番にお願いしたそうです。「平成31年の
まつりで撮影させてもらうことを、總當
番から全山組に計っていただき、許可を
いただけました」と谷口さん。さらに今
年の曳山まつりでは出番山の鳳凰山の
協力を得て、短編映画『桑の実』の撮影

を行いました。
かなり厳しいスケジュールのなか、總當

番、鳳凰山との調整や、スタッフ、キャス
トの決定、編集など奔走し、無事映画を
完成させました。「撮影を通じて、まつり
を守り伝える人たちの熱など、小さい頃
とは違った魅力に惹かれました」と撮影
を振り返ります。曳山博物館で行われた
試写会には約250人が集まり、谷口さん
に対する期待の高さが伺えました。

来年の曳山まつりで撮影が行われる
本編『いぶきの祭り(仮題)』に向けて、今
回の撮影を活かしたいと意気込む谷口
さん。「完成したら、海外の映画祭にも
エントリーしたい。故郷の曳山まつりの
素晴らしさを世界に自慢したいんです」
目標に対するひたむきな信念を持って
歩みを進めていきます。

撮影場所：鳳凰山前(元浜町)

曳山まつりの素晴らしさを
映画を通して広めたい
曳山まつりの素晴らしさを
映画を通して広めたい

　
映画監督映画監督

谷口　未央谷口　未央さんさん
たにたに みみ おおぐちぐち


